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自分自身の経済力で賄うという高齢者はわずか 1% である。1% という、このデータの意味する
ところがおわかりであろうか。たった 1% である。高齢者の 65% がその経済援助を息子に、約
7% が娘に依存する。経済的に自立している者はわずか 1% である。以上のように、高齢者は経
済問題のため、家族に大きく依存しているのである。たとえば、彼らが着る物を買いに行きたい
とする。その場合、家族のメンバーがお金を出してくれないと買うことができない。息子が薬代
を支払ってくれないと、薬も買うことができない。あらゆる点で、高齢者は家族のメンバーに支
えられていると思う。
　高齢者の抱える主な問題に関してまとめるとするならば、こうである。一番目に経済問題、二
番目に健康問題、三番目に住居問題である。他に何かあれば質問してください。
F：カーン先生、インタビューをありがとうございました。
K：どういたしまして。
　カーン氏は、1989 年、バングラデシュ・ジャハンギナガル大学を卒業。1990 年統計学にて理
系修士号（M.Sc.）を取得。1993 年〜1994 年、ダッカ市の疾病コントロールのための疫学研究所
所長を務める。2007年札幌医科大学公衆衛生学講座において博士号（Ph.D.）を取得する。同年、ビー
レフェルト大学の公衆衛生学科講師に着任。研究の主な関心領域は、大都市と都市部の健康、お
よび環境と健康の問題である。
　インタビューの初めに、第一に、バングラデシュにおける高齢者の状況は先進国の状況とは異
なることが指摘される。それは、バングラデシュの高齢化率は約7%でさほど高くないこと。また、
高齢者のためのインフラ整備が整っていない。老齢年金のような政府からの給付金制度が整備さ
れていないので、家族の収入への依存度が高いということである。
　第二に、高齢者が一人暮らしになるきっかけには多様な要因があることをカーンは強調する。
それには、ひとつに配偶者の死亡、二つ目に移住、三つ目に若者の競争がある。とくに、二つ目
と三つ目の点はバングラデシュの近年の社会的・文化的変化を反映している。若い世代はよりよ
い収入を求めて都市に移住する。そして核家族を望む。その結果、高齢者はひとり田舎に取り残
される。また、競争社会が拡大し、大都市に暮らす若い家族の住居の家賃も高騰化している。そ
のため高齢の親と共に暮らせるような大きな家を借りることができない。加えて、親子関係の結
びつきも弱くなっている。このように、バングラデシュの高齢者は、一方でインフラが整備され
ておらず、国や自治体からの援助も望めず、他方で、子どもと結びつきも弱体化し、大きな期待
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ができなくなっているという現状にある。そこにカーンは、バングラデシュにおける西洋の自律
志向の影響を見る。
　第三に高齢者をめぐる人間関係に関しては、おしゃべりや外出といった近隣の人々との結びつ
きを指摘する。ただし、高齢者はそうした結びつきによって、社会的・精神的サポートしか手に
することができない。ここでも強調される点は経済的サポートであり、その担い手は家族である
という。
　第四に、高齢者が一人暮らしになることで自由が享受されるかという質問に対するカーンの回
答は、どちらかといえば否定的である。カーンの考察における注目すべき点は、自由の問題を高
齢者の置かれている依存状態の考察を出発点として説明することにある。高齢者は経済的、身体
的、精神的に依存状態にある。そのため、周囲の者の世話になり、自分の欲することが必ずしも
できなくなる、ということである。カーンはこの依存状態を生み出す背景に関して、ここでも経
済面で支える家族のメンバーが支配力をもつことを強調する。
　高齢者の活動性は、やはり身体能力および精神能力次第である。年齢とともにそれらの能力を
失うにつれて、高齢者は他者の援助に依存することになり、活動性も制限される。したがって、
依存性の問題は高齢者の自由と活動性を左右するものといえる。カーンは、高齢者が退職後働く
ことを望む背景には、他者へ依存することがどういう結果になるかを高齢者が知っているからだ
と述べる。
　以上から、経済的、身体的、精神的依存度が高齢者の自由と活動性を左右するものであること
がわかる。だれが経済的援助者であるかによって、高齢者の置かれる状況が大きく変わる。
　第五に、高齢者の日々の暮らしの過ごし方も、主にその経済状況によって変わるとされる。裕
福な高齢者は、経済的負担がないので、散歩に行ったり、おしゃべりをしたり、趣味を楽しんだ
りすることができる。しかし、貧困の高齢者は、生活のために働かなくてはならない。カーンは
こうした日々の過ごし方における高齢者の相違を指摘する一方で、多くの高齢者に見られる共通
の特徴も指摘する。それは、日中、休養のため睡眠をとること、そして、孫の世話をするという
ことである。
　第六に、高齢者の精神的状況に関して、それが子どもとの関係に大きく左右されることが強調
される。高齢の親の精神状態は子どもの振る舞い、および言動によって大きく揺れ動くというこ
とである。カーンによればそこには、子どもへの経済的依存性と両世代の世代間問題がある。子
どもに経済的に依存せざるをえない高齢者が、薬の調達などのために援助を得られない場合、そ
れは心的問題につながっていく。すなわち、これまで育ててきた子どもが成人したにもかかわら
ず、自分の世話をしてくれないことに対する失望である。このように、バングラデシュでは、子
どもに依存せざるをえない高齢者の経済状況が、さまざまな心的問題を引き起こしていることが
わかる。
　第七に、高齢者がどのように精神的安定を維持するかという質問に関して、多元的考察が展開
される。すなわち、安心を手にするには、多くの要因が求められるということである。子どもの
適切な態度、移動可能性、行動に制限が少ないこと、周囲の者によるこれまでの貢献の承認など
である。カーンはこの文脈で、これまで家族関係に重点があった考察を、さらに社会、国家のあ
り方にまで拡大していく。高齢者が精神的安定を維持するためには、子どもによる責任履行だけ
ではなく、政府による経済援助およびインフラ整備、また医療の責任履行、非高齢者世代の態度
などさまざまな援助が必要であるということである。
　第八に、高齢者の将来に対する不安について尋ねたところ、カーンは、不安は高齢者の生活の
一部になっていると指摘した。不安は、経済的心配、健康状態の悪化、子どもたちからの世話な
どに関して、日々さまざまな要因で生じる。今は健康で無事な人でも、将来の病気、事故、経済
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状況に対して人は不安を日常的に抱いている。高齢になればなるほど、不安感は強まっていくと
いわれる。
　そこで、第九に、高齢者の具体的経済問題、健康問題を尋ねたところ、カーンは、バングラデシュ
の 900 名の高齢者に対する調査研究に基づいて以下のように回答した。この調査によれば、半数
ほどの高齢者の一番目の問題は経済問題である。二番目に健康問題、三番目に住居問題があると
いう。ここでも経済問題が大きい。自活能力のある高齢者はわずか1%であるという。そのため、
息子への経済依存がやはり強くなる。
　以上から、バングラデシュの高齢者の置かれている状況は経済状況に大きく左右されているこ
とがわかる。そして、高齢者は経済面、精神面での家族依存度が強い。一方で、西洋化された自
律思考様式は若者世代にも広がりつつあり、よりよい収入、暮らしを求めて都市に移住する者が
増加している。そこには、家族に依存せざるをえない高齢者と、自律志向をもち、文化的・社会
的変化を体現しつつある非高齢者世代との葛藤が認められる。
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